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ニシガキ完全無漏洩

ＴＹＰＥ ＬＳＭ－４０・５０・８０

ステンレス製竪形マグネットラインポンプ

［１］運転及び取扱い上の留意点

１．キャビテーション運転、空運転、空気混入運転は絶対に行わないでください。

　　［メタル類の破損、ライナ、バランスリングのカジリの原因となります。］

　　　ポンプを停止させ、手回しにより回転確認をしてください。

２．インナドライブとドライブカップリングのマグネットが脱調した場合には、速や

　　かに停止してください。（１分以上の脱調運転はしないでください。）

　　脱調した状態で運転されますとマグネットカップリングに故障が生じます。

　　インナドライブが正規回転でなくなり、ポンプが作動していない状態となります。

比重のある取扱液は所要動力が大きくなります。マグネットは脱調の可能性あり、

又、モーターは、焼損の可能性がありますので十分注意してください。

粘度のある取扱液を移送する場合、清水に比較し、吐出し量、及び揚程が低下しま

す。更に、所要動力も大きくなります。マグネットは脱調の可能性があり、又、モ

ーターは、焼損の可能性がありますので十分注意してください。

粒径０．５ｍｍ以下、０．５ｗｔ％以下で、流動性のあるスラリーに使用可能です。

但し、磁性体（鉄、ニッケルなど）の混入がないよう注意してください。

温度、粘度、比重、蒸気圧、腐食性などがある場合、

取扱液に合わせた選定をさせて頂きます。
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１）運転上の注意

２）空運転禁止

３）温度による影響

４）比重によるポンプ特性の変化

５）粘度によるポンプ特性の変化

６）スラリー液によるポンプ特性の変化

７）ポンプ運転使用圧力
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  このたび、マグネットポンプをお買い上げ頂き誠にありがとうござ

います。当社ポンプは安心してご使用頂けるように細心の注意をはら

って製作しておりますが、ポンプはその取り扱いを誤りますと思わぬ

事故を引き起こす事もありますので、この取扱説明書に従い、正しく

ご使用くださいますようお願い致します。

尚、この取扱説明書は大切に保管してください。

マグネットポンプ

ＬＳＭ型の軸受は揚液で自己潤滑をしていますので、空運転は絶対に行わないでく

ださい。万一、空運転（１分以内でも）をした場合には液を急に流し込まずに、

３０分～１時間放置後、手回しにて回転確認後、運転してください。

［メタル類の急冷によるクラック破損防止、又、リング部のカジリ防止。］

［空運転を１分以上行なった場合、ポンプ分解により、各部品の異常の有無を確認

の上運転してください。］

取扱液は温度変化に伴い、粘度、比重、蒸気圧、腐食性などが変化します。液の特

性変化に十分注意してください。

ＬＳＭ型の使用液温度範囲は－１０℃～＋１５０℃です。但し、取扱液により変化

しますので注意してください。

ＬＳＭ型の運転使用圧力は０．５ＭＰａ以下です。吸込側が押込み状態での使用の

場合、又、比重がある場合Ｔｏｔａｌ圧力が０．５ＭＰａ以内である事を確認して

ください。そして、吐出側に抵抗のない全開状態にて使用しますと、羽根車にスラ

ストが働かず、羽根車が上下にふらつき現象の発生となります。

０．０５ＭＰａ程度の抵抗が発生する様にバルブなどにて調整してください。
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〒１３６－００７１東京支店

名古屋市西区中小田井３丁目３５１

ＴＥＬ（０５２）５０３－１６３３（代）ＦＡＸ（０５２）５０３－１６６２

〒４５２－０８２２
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羽島工場
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［２］ポンプの運転

１）運転前準備
２）ポンプ運転

１．配管、及びタンク内を十分清掃後、給水してください。

　［特に、磁性体（鉄、ニッケルなど）の混入には十分注意してください。］

２．ポンプ内に取扱液が満水になっているか確認してください。

　［ポンプの空気抜き弁より空気を排出させてください。］

１．ポンプの起動は吐出し側の仕切り弁を全閉にし、締切り状態で行なって

    ください。

　　　取扱液の特性、及び所要動力の多大によりマグネットが脱調する場合

　　　があります。

　　　ポンプの起動は所要動力の低い締切り状態にて行ない。その後、吐出

　　　し弁を徐々に開け、規定圧力、規定水量に近づけてください。

２．規定水量以上に設定しないでください。

　　　電動機が過負荷になります。又、ドライブカップリングの脱調にもな

　　　ります。十分注意し、設定してください。

３．長時間（１０分以上）の締切り運転をしないでください。

　　　締切り運転は、ポンプ内の温度が上昇し危険です。

　　　十分注意してください。

４．最小運転水量は、ＬＳＭ－４０，５０共に３０ｌ／ｍｉｎです。

　　　　　　　　　　ＬＳＭ－８０は６０ｌ／ｍｉｎです。

　　　ポンプ液温の上昇と、メタル類の潤滑不良の原因となります。

５．ポンプ運転時において、電動機の過負荷と電流の安定性を確認してくだ

　　さい。
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危険 モーター台の回転確認穴に注意してください。

モーター台の回転確認穴に指や手又は、棒などを

入れないでください。内部にドライブカップリング

が高速回転しており、けがの原因になります。

十分注意してください。

注意 ポンプ内に液を満水後運転してください。

ポンプ内を液で満水にした状態で電動機のスイッチ

を入れてください。ポンプ内部が破損し、思わぬ

事故の発生となります。十分注意してください。

危険

ポンプ内を取扱液で満水にする場合、又は、ポンプ

内の空気を排出する場合、取扱液が飛散し危険です。

更に、吸込み条件が押込みの場合などポンプ停止中

でも、ポンプ内圧により、取扱液が飛散し危険です。

十分注意してください。

取扱液の飛散に注意してください。

４．電動機の回転方向を確認してください。

　　［ポンプの回転方向は、モーター側より見て右回転です。］

６．ポンプを長時間停止後の再起動の場合、ポンプドライブカップリング部

　　にて手回し、回転に支障の有無を確認の上行なって下さい。

３）ポンプ停止

１．ポンプの停止時に、回転がゆっくりと円滑に停止するか確認してくだ

　　さい。

２．ポンプ内液を全て排出後、ポンプを停止されることがないように注意し

　　てください。ポンプ内部が破損する場合があります。

　　　　回転が円滑に停止しない場合、ポンプ内部への磁性体の混

　　　　入、メタル類の不良、リング部のカジリなどが考えられま

　　　　す。ポンプを分解し、確認してください。

　　　　電流が安定していない場合、ポンプ内に空気の混入、異物

　　　　の混入、リング部のカジリ、メタル類の不良などが考えら

　　　　れます。すぐにポンプを停止し、確認してください。

３．電動機を手回しし軽く回転するか確認してください。

　　ＬＳＭ型の場合、ポンプ内の残留している空気は排出する機能を備えて

    いますが、多量の空気が残っている場合、Ａｉｒロック又は、メタル部

　　の潤滑不良となる可能性がありますので注意してください。

　［ポンプを一度停止させ、空気抜き弁より空気を排出させてください。］

ＨＣ３－２４６Ｄ－３ ＨＣ３－２４６Ｄ－４
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［３］ポンプ分解、組立手順

↑

↑

９１３

７０１

０４４

９１２

６８３

６８０

７６４

９１０

↑

↑

９１３

９１７

０１１

９１５

　　［引き抜きの途中で絶対に離さないでくだ

　　　さい。］

　　［磁石は非常にもろく、破壊しやすい性質

　　　を持っていますので、引き抜くときにシ

　　　ールケース( ９１３)などに当てないよう

　　　に十分注意してください。］

０６９ ０１１

９１９

４７０

０２０

４７０

０１１

９１９

０３９

０２０

０１１

９１９

↑

↑

２３０

０３９

《

磁石部に注意してください。危険
インナドライブとドライブカップリングの強力希土類

磁石に十分注意してください。磁石の強力な吸引力に

より手、指などに思わぬけがをします。

１．マグネット駆動ポンプの為、インナドライブとドライブカップリングに強

    力希土類磁石を使用しています。磁性体（鉄、ニッケルなど）は強力に吸

    引します。

　　作業台は木製、プラスチック製等の非磁性材料を準備してください。

２．分解工具（鉄製）の取扱い、使用において、マグネット部分に近づけない

    ように十分注意してください。

３．ポンプ内液を完全に抜き取り後、作業してください。

４．電動機の電源を切り、作業してください。

１．カバー取付けナット( ７０１)を外し、モータ

　　ー台( ０４４)とモーター( ６８０)と共に、ド

　　ライブカップリング( ９１２)付きで引き抜き

　　ます。

　　又は、モーター取付けボルト( ６８３)を外し、

　　ドライブカップリン( ９１２)付モーター

　　( ６８０)をモーター台( ０４４)より引き抜き

　　ます。

    抜けない場合、モーター台とモーターフラン

　　ジ部にドライバー( －)を入れインロー部より

　　浮かせて、その後、垂直に一気に引き抜いて

　　ください。

２）分解手順

１）分解前準備

４６１

４６０

４６２

０３１

０６７

２．シールケース取付けボルト( ９１５)

　　｛六角穴付きボルト｝を外します。

　　［ボルトを外すとき、内部のインナドライブ

     (９１９) の磁力の吸引に十分注意してくだ

      さい。］

３．シールケース( ９１３)を外します。

    ［シールケースの側面は肉厚が薄く、傷を付

      けないように十分注意してください。］

４．シールケースパッキン( ９１７)を外します。

５．ケーシングカバー( ０１１)＋従動軸( ０３９)

    ＋メタル類( ０３１，０６７，０６９)＋羽根

    車( ０２０)を組みつけた状態で同時にケーシ

    ング( ００１)より抜き取ります。

６．ケーシングカバー（０１１）より

　　カバーパッキン（２３０）を外します。

７．羽根車ナット( ４６０)及び、回り止め

   (４６１) 、当て座金（４６２）を外します。

　　［羽根車ナット( ４６０)取り外しにはインパ

      クトレンチを使用しないで、羽根車

     (０２０) を手で固定しながら、レンチで緩

      めてください。］

８．羽根車( ０２０)と羽根車キー( ４７０)を外し

    てください。

９．ケーシングカバー( ０１１)を外してください。

　　［この時、垂直にケーシングカバー( ０１１)

      を持ち上げてください。メタル類に傷を付

      けないように十分注意してください。］

１０．ケーシングカバー( ０１１)からスリーブ

　　　（０３１）、スラストメタル( ０６７)を

　　　抜き取ってください。

》
　ＨＣ３－２４６Ｄ－９のＬＳＭ－４０・５０・８０

  構造図を参考に分解、組立してください。

ＨＣ３－２４６Ｄ－５ ＨＣ３－２４６Ｄ－６



［下］

ポンプ側

［上］

モーター側

径大

径小

９１９

この位置に合わせます。

内部セルフ穴：

　　　位置注意
［吐出し側］

４７０

９１１

０６７

９１９

０３１

４７４

０３９

０１１

０６９

↓

［上］

回り止めピン

［下］
回り止め用

　キリカキ

潤滑用溝
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［分解とは逆に組立してください。］

　注意していただく点のみ列記します。

　１：インナドライブ( ９１９)上下の方向に注意

      してください。

　２：ケーシングカバー( ０１１)の方向は右図を

　　　参考に位置を合わせてください。

　　　［ケーシングカバーの方向はポンプ運転中

　　　　におけるシールケース内の空気排出機能

　　　　に重要となりますので、必ず、確認して

　　　　下さい。］

  ３：パッキン類は新品と取り替えてください。

　４：メタル類は傷、磨耗状態を確認の上、再使

　　　用の有無を決定してください。

　　　［標準において］

　　　　スリーブ、スラストワッシャーはＳｉＣ

　　　　を使用。

　　　　軸受メタルは特殊カーボンを使用。

　　　［軸受メタル( ０６９)の内径とスリーブ

　　　　( ０３１)の外径との隙間が径にて０．３

　　　　ｍｍ以上の場合、軸受メタル( ０６９)を

　　　　交換してください。］

　５：ケーシングカバー( ０１１)に軸受メタル

　　　( ０６９)を挿入する時、方向に注意して

　　　ください。

　　　　　　　　　　　　　　　→→右図参照

　　　［軸受メタルの回り止め用キリカキが下

　　　（ポンプ側）になるようにしてください。］

１１．従動軸(０３９) よりインナドライブ(９１９)

　　を抜き取ってください。

　　注意：インナドライブ内に強力磁石(９１１)

　　　　　があり、取扱いには十分注意してくだ

　　　　　さい。

２）組立手順

鏡面仕上げ

０６９

０６７

［下］

［上］

潤滑用溝

スパナ 羽根車

手で固定

０２０ ９１９ ０１１

　６：スリーブ( ０３１)には取付け方向はありま

　　　せんがスラストワッシャー( ０６７)は方向

　　　がありますので右図を参考に取付けしてく

　　　ださい。

　　　［鏡面仕上げ側を軸受メタル側にし、取付

　　　　けしてください。］

　７：インナドライブ( ９１９)、駆動マグネット

　　　( ９１０)の表面の付着磁性体を取り除いて

　　　ください。

　８：羽根車ナット( ４６０)を締めつける時、イ

　　　ンパクトレンチは絶対に使用しないでくだ

　　　さい。

　

　　　羽根車( ０２０)を手で固定し、スパナで締

　　　めつけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　→→右図参照

ＨＣ３－２４６Ｄ－７ ＨＣ３－２４６Ｄ－８



９１７

０１１

２３０

０２０

２４０

５００

５２１

５１０

２４０

５２０

７５０

７５０

００１

４６２

４６１

４６０

６８３

０４４

７０１

　９１２

（９１０）

６８０

４７５

７６３

４７４

４７０

０３９

９１３

９１５

　９１９

（９１１）

０６７

０３１

０６９

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＳＳ４００

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＦＣ２００

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

カーボン ＳｉＣｏｒ

ＳＵＳ３０４

ＣＲ

ＳｉＣ

ＳｉＣ

ＦＣ２００

ＳＣＳ１３

ＳＣＳ１３

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ドレン抜きプラグ

ケーシング

ケーシングカバー

カバーパッキン

羽　根　車

従　動　軸

フランジパッキン

モーター取付ボルト

カバー取付ナット

ポンプ台取付ボルト

６８０

６８３

４７０

５００

５２０

５２１

５１０

００１

０１１

０２０

０３１

０４４

０６７

０６９

２３０

０３９

４６０

２４０

４６１

４６２

１ｓｅｔ

４ｓｅｔ

１

４

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

ＳＵＳ３０４

ＳＳ４００

希土類

希土類

ＦＣ２００

駆動マグネット

従動マグネット

ドライブカップリング

シールケース

インナドライブ

シールケースパッキン

シールケース取付ボルト

９１０

９１１

９１２

９１７

９１３

９１５

９１９

１ｓｅｔ

１ｓｅｔ

１

１

１

１

２

６

フランジボルト

        ナット
ＳＵＳ３０４

８ｓｅｔ

１６ｓｅｔ

４０・５０

８０

７６３

ＳＵＳ３１６

ＳＵＳ３１６

ス リ ー ブ

モ ー タ ー 台

回 り 止 め

当 て 座 金

羽 根 車 キ ー

空 気 抜 き 弁

圧 力 計 プ ラ グ

連 成 計 プ ラ グ

ポ ン プ 台

相 フ ラ ン ジ

モ ー タ ー

押 し ね じ

羽 根 車 ナ ッ ト

Ｓ４５Ｃド ラ イ ブ キ ー４７５

ＳＵＳ３０４インナドライブキー４７４

符号 部 品 名 　材　質 個数

西 垣 ポ ン プ 製 造 株 式 会 社

軸 受 メ タ ル

スラストメタル

ＰＴＦＥ

ＰＴＦＥｏｒＦＫＭ

７５０

６３０

６３０

７５０
６０４

７３０

７０１

７５０

７３０

６３０

６０４

※部品、材質等 仕様により変更の場合があります。

参考構造図ＬＳＭ－４０・５０・８０ＬＳＭ－４０・５０・８０
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